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■暮らし関連３

■暮らし関連２

■ＮＥＷＳ等４

「人が集う場
所と働く場を
作り出したい」

「お世話になっ
た地域の皆さ
んとこれからも
一緒に」

今号の

年末年始の
特例宿泊を
実施します 等

南相馬市で恒例のクリス

マスイルミネーションが

始まりました。

「あかりのファンタジーイルミネーション～あかり
に託す復興への道しるべ～」と題し、11月28日
から市内各地で点灯が開始され、たくさんの人
でにぎわいました。

小高区内のイルミネーション
（おだか浮舟復興グループ）

ＪＲ常磐線の早期復旧に向けた
会議が行われました

１１月２７日、ＪＲ常磐線不通区間の早期の復旧・運転再開に向
け、関係省庁の副大臣やＪＲ東日本の副社長等をメンバーとする
『浜通りの復興に向けたＪＲ常磐線復旧促進協議会』が開催されま
した。

同協議会では、沿線自治体の復興に向けた取り組み、ＪＲ常磐線
の現状及び復旧に向けたスケジュールなどが議論されました。また、
ＪＲ東日本からは、ＪＲ常磐線の不通区間である原ノ町～竜田駅間
について、来年２月をめどに代行バスの試験的運行を開始する旨、
発表がありました。

常磐自動車道浪江 IC
以北が開通しました

１２月６日、常磐自動車道浪江ＩＣ～南
相馬ＩＣ間及び相馬ＩＣ～山元ＩＣ間が開
通し、福島県相双地域から仙台圏までがつ
ながり、東北地域の経済復興の加速化など
が期待されています。
それに先立つ１２月２日には、安倍総理

が、残る浪江ＩＣ～常磐富岡ＩＣ間
（１４．３ｋｍ）を来年３月１日に開通さ
せ、常磐道を全通させると表明しました。

開通を祝う横断幕をつけた

トラックが次々と通過

浪江ＩＣでの車の列



暮らし関連情報

「人が集う場所と働く場を作り
出したい」
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「小高ブランド」の絹製品を育て
上げるのが目標です。

特定非営利活動法人 浮船の里
右：永木さん

中：久米理事長

左：(株)エクスブレイン 和田代表取締役（協力）

「小高の人たちが集まっていろんなことを語り合える場所を作りたい」、
そんな思いから、ＮＰＯ「浮船の里」を2013年４月に立ち上げ、 同年５月か
ら、コミュニティスペース「あすなろ交流広場」の運営を始めました。

ば」という考えをメン
バーと共有し、今年６
月から500頭の蚕で養
蚕プロジェクトを始め
ました。

来年からは養蚕の規
模を拡大するととも
に、将来的には絹製品
の生産まで手掛けたい
と考えています。その
ため、糸をつむぐ技術
や機織りの技術につい
て、外部の方から技術
支援を受けながら習得
に努めています。

小高に人を集め
るという初心を大
切にしながら、機
織りなどは手作業
にこだわり、多く
の人に関わっても
らえるようにした
いと思っています。

全工程を小高で
手掛けて、絹製品
を小高の特産品と
して育て上げるの
が目標です。

特定非営利活動法人 浮船の里
福島県南相馬市小高区大井字深町７６番地
連絡先：ukifunenosato◆gmail.com
（◆を＠に変更してください）

◆◇特定非営利活動法人浮船の里（南相馬市）◇◆

「あすなろ交流広場」の運営が始まってから、
毎月末に「芋こじ会」※と銘打った集まりで互い
につもる思いを打ち明け、語らってきましたが、
2013年９月に開催した４回目の会合で将来につい
て語り合う中で、以前この地で盛んだった養蚕が
話に出ました。
それがきっかけとなり、「将来を見据え、小高に

帰ってくる人たちのために、働く場所を作らなけれ

※「芋こじ」：水と一緒に桶に入れ
た泥つきの里芋をかき回し、芋同
士をぶつけて泥を落とすのと同じ
ように、思いをぶつけ合って磨い
ていこう、というねらいで名付け
ました。

あすなろ交流広場にはいつでも
人が立ち寄ることができます。

たくさんの繭をつむいで真っ白な絹糸にします。 小高ブランドの製品作りのため、
機織りを学んでいます。
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「お世話になった地域の皆さん
とこれからも一緒に」
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遠くからも通ってきてくれる従業員
を大切にしていきたいと思っています。

川俣理工株式会社
工場長 菅野 富士夫さん

電柱、産業用ロボットや医療用機器の変圧器に組み込まれるカットコアと

呼ばれる部品を製造しています。昭和５０年からカットコアの製造から販売

かない、ようやく

震災前と変わらな

い生産体制に戻る

予定です。

これからも、懸

命に仕事に取り組

んでくれている従

業員とその家族を

大切にしながら、

これまでお世話に

なってきた地域の

皆さんと一緒にが

んばっていきたい

と思っています。

川俣理工株式会社
福島県伊達郡川俣町山木屋宇野取場山８番４号
連絡先：０２４－５６３－２３３５

◆◇川俣理工株式会社（川俣町）◇◆

までを手掛ける（株）

理工産業から生産部門

を切り離して、昭和

６３年に川俣理工(株)

として発足しました。

現在２８名の従業員

で、顧客の要望に応じ

て数百種類の製品を

作っています。

震災発生当時、停電

が数日続いたことなど

もありしばらく操業が

できませんでしたが、

幸い工場建屋や設備へ

の被害はなく、従業員

もほとんどが残ってく

れました。県外を含め

遠くに避難した従業員

もいましたが、できる

範囲で集まってもら

い、操業を再開しまし

た。また、顧客の皆さ

んから継続して発注い

ただいたことも事業の

継続に大きく寄与しま

した。

少人数ながら退職し

てしまった従業員がい

たこともあり、震災前

に比べ生産が減ってお

りましたが、本年１２

月から２人の採用が

材料の鋼板を注意深く芯に巻き
付けていきます。

様々な形に巻いて圧縮したもの
を加熱炉に入れます。

接着・切断した後に、切り口を
きれいに磨きます。

工場と事務所は国道１１４号
沿いにあります。
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発行 政府原子力被災者生活支援チーム

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内
過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html

年末年始の特例宿泊を実施します

通常は宿泊が禁止されている避難指示区域内において短期間の宿泊を認める「特
例宿泊」について、今年度の年末年始の期間においても実施することとなりました。

広野町に放射線相談室が設置されました
町民の放射線による健康等の不安解消のため、

１１月１日付けで、広野町役場１階に「広野町放射
線相談室」が設置されました。ここでは町民から選
任された室長、看護師および外部の専門家が、相談
会の開催、町内や避難先への訪問活動や個人線量計
データについての適切な説明などを行います。将来
的には、町民主体の運営による相談所の開設を目指
しています。

１１月８日と１４日の２回にわたって、楢葉町の復旧・
復興の取組状況を知ることを目的とした「ならはの秋に触
れる“まちめぐり”バスツアー｣が開催されました。

いわき市や会津美里町などに避難している町民約７０名
がＪＲ木戸駅に集合し、双葉地域に水道水を供給する「小
山浄水場」で浄水の仕組みや水質管理について説明を受け
たほか、常磐自動車道の楢葉ＰＡ・スマートＩＣ予定地や、
今年７月にオープンした仮設商業店舗「ここなら商店街」
などを訪れました。
また、木戸ダムで見頃を迎えた紅葉や、多くの鮭が遡上

する木戸川を見て、楢葉町の秋を満喫しました。
ツアー中に行った座談会では、参加者から「浄水場の管

理体制を知り水道水に対する不安が消えた」､「町の現状を
確認でき復興を感じとれた」､「久しぶりに町に帰ってきて、
ほっとした気持ちになった」などの声が聞かれました。

楢葉町で“まちめぐり”
バスツアーが行われました

小山浄水場の水質管理を見学

楢葉ＰＡとスマートＩＣの
予定地を見学

美しく色づく
木戸ダムの紅葉を満喫

■ 申し込み先

実施予定市町村 飯舘村 南相馬市 川俣町 葛尾村 川内村 楢葉町

宿泊可能期間 12/20-1/18 12/20-1/18 12/20-1/18 12/20-1/18 12/27-1/4 12/24-1/7

■ 実施予定市町村及び宿泊期間

◆川内村を除く各市町村共通 ０１２０－５５６－７８６ 受付時間 ８：００～２１：００ （土日祝含む）
◆川内村（復興対策課） ０２４０－３８－３８０４ 受付期間 ９：００～１７：００ （土日祝除く）

左から
鈴木室長、木幡相談員、遠藤町長

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
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